
タイピング練習帳③（改良） 

 

セル H7 をアクティブにして、関数の挿入ボタンを押す。 

 

IF 関数を挿入して、論理式を「G7>G6」、値が真の場合を「↑」とする。 

 



 

 

値が偽の時に、G7 とG6 が同じだったら「→」、G7 が G6 を下回っていたら「↓」としたいので、 

値が偽の場合の欄を選択した後、「名前ボックス」をクリックして、IF を選択する。 

この時、自動的に↑の両隣に「“」が挿入され、「”↑“」となる。 

 

 

  



値が偽の場合に IF 関数が入った状態になり、その引数の、論理式を「G7=G6」、値が真の場合を「→」、

値が偽の場合を「↓」とする。 

 

 

数式は下記のようになる。 

 

 

セル H7 の式を H15までオートフィルでコピーする。 

オートフィルした後、書式が崩れるので、オートフィルオプションで書式なしコピーを選択する 

   

 

  



 

 

■条件付き書式を設定する 

セル H7 から H15 を選択し、ホームタブの条件付き書式のセルの強調表示ルールの指定の値に等しいを

選択する 

 



 

 

左の欄に「↑」と入力し、書式を「濃い緑の文字、緑の背景」を選択する 

   

 

同様に 

→を「濃い黄色の文字、黄色の背景」 

 

↓を「濃い赤の文字、明るい赤の背景」 



 

【完成】 

 


